








































































































 9月16日  京城到着
 9月17日  総督府会計局長児玉に会い『毎日申報』の引受を相談、寺内に『京城日報』
への集中を求める意見書を伝達
 9月20日  児玉より寺内の承諾通報を受ける
 9月28日  警務総監明石官邸において当時『京城日報』の社長だった大岡の辞表を受け
る、明石と『毎日申報』に関する件を確定
 10月 1日  明石と寺内とに会い署名約定書を交換
 10月 7日  『毎日申報』と一進会機関紙『国民新報』受取日程確定
 10月 8日  寺内に一切を報告
 10月10日  午前『毎日申報』、午後『国民新報』引受14)、鄭雲復と中村健太郎に受取作
業を委任















明治 43年 10月 1日16)
上の日程リストは併合直後約一ヶ月にわたる徳富と総督府の言論統廃合17)および『京城日






























































































































1918年の 10月まで維持されていた。1918年 11月 1日からは月曜日にも新聞を発行し、「大
祭」の翌日のみが休刊日となった。新聞社の組織形態は編輯のみを別途に行なったのみで、
その他の業務は『京城日報』と合同で処理されていた。
新聞の段数は 7段で始まった。1912年 3月 1日からは 8段、同年通算紙齢 2000号記念号
である 6月 18日付から 9段へと増加する。それ以降 1918年 6月 11日付から、もう一段増

































































































































































































掲載されている。1910年代の総数 61篇の短篇小説のうち 55篇が 1910–1914年に発表され
ており、90%以上の作品がこの時期に集中していることになる。そのことは『毎日申報』
が短篇小説にいかなる目的や意図をもっていたかを強く示唆している。特に前半期の 55篇




















































































































































































































 1) 李種洙「朝鮮新聞史」『東光』（1931年 12月）、73頁。
















































































 23) 『漢城新報』は熊本県出身者たちが中心となり 1895年の 2月 17日に創刊された新聞で、朝鮮
文、朝漢文、日本語文を紙面に同時に使用していた。
 24) 中村は 1910年 10月 15日に『毎日申報』に監査として入社し、新聞製作を監督することになる。
 25) 「創刊以来三十年本報成長の回顧」『毎日申報』1938年 5月 5日。中村健太郞『朝鮮生活 50年』
青潮社、1969年、1–51頁参照。
 26) 牧丹峰人「新聞編輯裏面秘話」『開闢』1935年 3月、88–91頁。
 27) 『毎日申報』の実際の組織がそのように三局からなっているということではない。業務内容がそ
のように三つに分けられていたということである。





 29) 〈社告〉『毎日申報』1910年 10月 13日。〈解雇広告〉『毎日申報』1915年 8月 19日。「李氏母堂















 37) 『大韓毎日申報』は 1910年 6月 14日付（1408号）から版権欄の住所がここへと変更された。発
行人は「英国人萬咸」から「李章薫」へと変更されたのもこの日である。総督府は『大韓毎日申
報』を買収した後、発行人はもちろん社屋さえも変えたわけである。ちなみに 1910年 6月 9日
付（1407号）までは「京城南部石井洞三層洋屋」において新聞を発行していた。
 38) 〈本社移転〉『毎日申報』1910年 12月 28日。
 39) 朝鮮文版『毎日申報』の写真は以下の資料にて確認できる。『韓国新聞百年史料集』韓国新聞研
究所、1975年、94–97頁。
 40) 1911年 12月 16日以降〈社説〉が定着する。それ以前は〈論説〉、〈社説〉、〈毎日申報〉などの
言葉が混用されていた。
 41) 正確に言うとこのような各種紙面に関する整理は 1912年 3月 1日付から当てはまる。3月 1日
付で朝鮮文版が廃止され、こうした紙面整理および変化が断行されたのである。3月 1日以前ま
では『大韓毎日申報』と同一形態の紙面構成であった。






 45) 侃堂学人「毎日申報はどんなものなのか」『開闢』1923年 7月、53頁。
 46) このことに関する具体的な事例を『毎日申報』から挙げるなら以下のとおりである。「本社係員
の奔忙」『毎日申報』1912年 7月 19日。〈平壤通信〉「府君参事招待会詳報」『毎日申報』1913年
3月 11日。〈読者倶楽部〉『毎日申報』1913年 11月 11日。
 47) 〈塗聴途説〉『毎日申報』1912年 5月 23日。〈再築落成号發行〉『毎日申報』1916年 9月 3日。
 48) 黄太昱「朝鮮民間新聞界総評」『開闢』1935年 3月、17頁。













 53) 〈社説〉『毎日申報』1912年 6月 18日。
 54) 三笑居士「朝鮮新聞界の回顧と我報」『毎日申報』1916年 3月 4日。三笑居士は中村健太郞の号
118
である。
 55) 〈社説〉「社会教育と新聞紙」『毎日申報』1916年 10月 3日。
 56) 「教員心得について」『毎日申報』1916年 1月 16日。これは当時朝鮮総督府内務部長官であった
宇佐美勝夫が書いたものである。
 57) 李孝徳著・朴成観訳『表象空間の近代』昭明出版、2002年、249–250頁。








 61) 〈本申報の大刷新〉『毎日申報』1911年 6月 14日。
 62) 警務総監明石元二郞は 1911年の 7月 16日、輪転機の設置が完了し、社長の吉野がそれを記念す
るために寺内総督を新聞社に招待したことを徳富に報告している。『近代日本史料選書 7-2　徳富
蘇峰関係文書』28頁。
 63) 〈社告〉『毎日申報』1911年 7月 1日。咸鏡北道を除く朝鮮各地に計 23の支社が確認できる。
 64) 中村健太郞『朝鮮生活 50年』青潮社、1969年、58頁参照。
 65) 漢文に対し、ハングルで書かれた文章の卑称。植民地時代まで使われた。
 66) 〈社告〉『毎日申報』1911年 10月 6日。〈顕微鏡〉『毎日申報』1911年 10月 12日。
 67) 『毎日申報』1911年 12月 7日。






 69) 『毎日申報』1911年 12月 7日。
 70) 「新春の毎日申報」『毎日申報』1911年 12月 27日。
 71) 残りの 18篇の作品は〈短篇小説〉欄に 9篇、〈社会の百面〉欄に 7篇、何ら表示のない作品が 2
篇である。
 72) 1910年代の最大総合雑誌である『新文界』は 1913年 4月に創刊されるのだが、小説の掲載は
1915年 1月から始められている。
 73) 〈懸賞募集〉『毎日申報』1912年 2月 9日。
 74) 〈懸賞募集〉最初の当選作は「俗謡」である。「俗謡」ははじめて〈懸賞募集〉の広告が出された
後、二日後の 1912年 2月 11日に三等当選作として発表される。もっとも細かい条件を提示した





春の「情」（1913年 2月 8–9日）は四面に掲載されている。「六盲悔改」（1912年 8月 16–17日）
は漢主朝従体の朝漢文混用体である。
 76) 「冤魂」（1912年 9月 5–7日）と 1912年 11月 6日の題名のない作品とが、作者に関するなんら
の表示がない作品である。
 77) 朴賛承『韓国近代政治思想史研究』歴史批評社、1993年、143–145頁。




 80) 等級が表示されていない作品は以下のとおりである。「冤魂」（1912年 9月 5–7日）、「韓氏家余
慶」（1912年 10月 24–27日）、題名なし（1912年 11月 6日）、「情」（1913年 2月 8–9日）。
 81) 題名のない作品は以下のとおりである。「1912年 7月 20日」、「1912年 8月 18日」、「1912年 8
月 25日」、「1912年 10月 1日」、「1912年 10月 2–6日」、「1912年 10月 9日」、「1912年 11月 3
日」、「1912 年 11 月 5 日」、「1912 年 11 月 6 日」、「1912 年 11 月 7–8 日」、「1912 年 11 月 9–10
日」、「1912年 11月 15–16日」、「1913年 1月 9日」。
 82) 紅野謙介『投企としての文学』新曜社、2003年、26頁。
 83) 「新聞は社会の写真」『毎日申報』1912年 4月 29日。
 84) 〈応募短篇小説〉金正鎮「苦尽甘来」『毎日申報』1912年 12月 27日。
